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 平成２７年２月長浜市教育委員会定例会 会議録 

 

 

Ⅰ．開催事項 

１．開催日時 

  平成２７年２月１９日（木） 午後２時００分～午後３時５５分 

 

２．開催場所 

  教育委員会室（長浜市八幡東町632番地 長浜市役所東館５階） 

 

３．出席委員 

  委 員 長   桐山惠行 

  委員（委員長職務代理者）  井関真弓 

  委  員   西橋義仁 

  委  員   川口直 

  委  員   北川貢造（教育長） 

 

４．欠席委員 

  なし 

 

５．出席事務局職員 

   部長                    嶋田孝次 

   理事兼教育改革推進室長           板山英信 

教育総務課長                山田昌宏 

教育指導課長                 杉本義明 

すこやか教育推進課長            山田隆司 

幼児課長                  小川尚久 

生涯学習・文化スポーツ課長         岩坪健一 

文化財保護センター所長           森口訓男 

歴史文化推進室長              太田浩司 

図書館運営室長               川瀬修 

教育センター所長              北川清治 

学校給食室長                金森和善 

教育総務課副参事              伊吹定浩 

教育総務課主査               隼瀬愛 

   教育指導課主幹               成田隆史 

   教育指導課主幹               四方康博 
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６．傍聴者 

   １名 

 

Ⅱ．会議次第 

１．開 会 

２．議 事 

日程第１ 会議録署名委員指名 

日程第２ 会議録の承認 

   １月定例会 

 日程第３ 教育長の報告 

 日程第４ 議案審議 

   議案第２号 長浜市教育振興基本計画策定委員会規則の制定について 

   議案第３号 長浜市学校いじめ問題対策委員会規則の制定について 

   議案第４号 長浜市就学援助費給付要綱の一部改正について 

   議案第５号 長浜市指定文化財の指定について 

   議案第６号 議会の議決を経るべき教育関係議案について 

 日程第５ 協議・報告事項 

・長浜市図書館基本計画の策定について 

 日程第６ その他 

 

３．閉 会 

 

Ⅲ．議事の大要 

１．開 会 

委員長からあいさつの後、開会宣言があった。 

 

２. 会議録署名委員指名 

井関真弓委員、北川貢造委員 

 

３. 会議録の承認 

１月定例会   

特に指摘事項はなく、１月定例会会議録は承認された。 

 

４．教育長の報告 

教育長：５点報告いたします。１点目は文化行政に係わりまして３つについて報告

いたします。文化行政は教育委員会の中の生涯学習文化スポーツ等重要な分野で

あり、かつ地域づくりという点においても大きな役割を果たしています。１つめ

に文化財防火デーの消火訓練が、1月24日、25日の両日にわたり、旧市内では長
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浜八幡宮、旧東浅井郡においては五村別院、旧伊香郡においては己高閣の計３ヶ

所で行われました。いずれも源氏ゆかり、教如上人ゆかり、己高観音文化の中心

地ということもあり、本市にとりましては大事な文化財があるところです。本市

には446の国県市指定の文化財がありますが、この文化財の防火にあたることを

目的とした毎年行われており、湖北地域消防本部、それぞれの地域の消防団、自

警団の皆さんにご参加いただき、てきぱきとした訓練が約１時間行われました。

元来は法隆寺の金堂の消失からとされており、50年を超える大変長い歴史をもつ

全国的な訓練でありますが、粛々と行われました。２つめに、長浜城歴史博物館

友の会30周年記念式典が１月24日に行われました。長浜城があの地に再建され

た翌年に発足し30年を迎え、最多時には700名を超える方が会員となっていまし

たが、近年も400名から500名が会員となっておられ本市の市民レベルの歴史文

化の発掘、研究、啓発等々に大変大きな役割を果たしていただいています。単に

自らの会の運営だけではなく、長浜城歴史博物館の売店やガイドの仕事にも積極

的に参画していただいています。率直に申しあげて、この友の会があって長浜の

博物館を中心とした文化行政が進展してきていると思っています。記念式典につ

きましては、約300名の皆さまに集まっていただき市内のホテルで、講演会や記

念の歌の発表等が行われました。この活動に触発され、浅井民俗資料館を中心と

する浅井歴史友の会、昨年秋には高月観音の里歴史民俗資料館を中心に旧伊香郡

地域の友の会も発足することになっており、今後一層皆さんが活躍されることを

期待しています。３つめは、本市の文化の発掘研究の中心的な担い手は本市の学

芸員であると認識しておりますが、若い学芸員の皆さんに専門的力量を、とりわ

け本市の文化歴史について専門的な力量を高めていただくことを期待して、本年

初めて新人学芸員の研究報告会を２月２日に開催いたしました。大竹学芸員から

は中川耕斎さんという幕末から明治期にかけて活躍された長浜市の画家につい

ての発表がありました。また浅井歴史民俗資料館の田中学芸員からはランプ等の

明かりの歴史ということで、たくさんの灯火の民具等々研究した成果について発

表していただきました。いずれも新人の学芸員としては大変レベルの高い発表で

あったと思います。来年度以降も新人の学芸員は元より、中堅の学芸員につきま

しても自分が今担当している分野についての研究や発表の機会を継続して進め

ていきたいと考えております。大変いい報告会であったと思っています。 

２点目に、特別支援学級合同学習発表会ですが、２月６日全市同日に旧の伊香、

東浅井、長浜の３ブロックに分かれて３会場で特別支援学級の児童生徒の合同学

習発表会が実施されました。旧長浜で始まり合併後全市へと広がった発表会で、

全ての特別支援学級の児童生徒が参加をしています。合併してから６回目となり、

当初はレベルの差がかなりありましたが、今年は全体が大変レベルの高い発表で

あったと伺っています。私は長浜地区の発表を浅井文化ホールで見させていただ

きました。学校ごとの発表、複数の学校での合同発表でありましたが、主に演劇

であり、民話を中心に高いレベルの発表がありました。児童生徒は早いところで
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は12月、遅くても１月からこの発表会のために練習を積み、この発表会に臨んだ

ということを聞いています。この発表会が終わった後に卒業する皆さんの卒業お

祝いの会が開かれていますが、そのお祝いの会である中学生が最初にこの発表会

に出たときには自信もなく、台詞も覚えられなかったけれど、今日は堂々とでき

ましたと挨拶をしており、この研究発表会が学校をこえて交流することの少ない

特別支援学級の児童生徒にとっては大変大きな教育活動になっていることを今

年も痛感しました。ぜひ来年度以降も続けてまいりたいと思いました。そのため

に先生方が目標を高いレベルに設定して指導していただくことが大事かと感じ

ています。 

３点目に立志式について報告いたします。あまり一般的には行われていませんが、

市内の２つの中学校で１月から２月にかけて行われました。元々これは元服式に

学んで、木之本中学校が数えで15歳になる、つまり中学３年を４月に迎える２年

生のこの時期に、いよいよ自分の生き方について、具体的な進路を通じて自分は

どのように生きていくのか、どんな進路をとるのか、そのためにはどのような学

びをしなければならないのか、どのような姿勢で日々送るべきなのかということ

を立志式の中で子どもたちに考え、決意させようと始まったもので、今年で32回

目の開催となる大変長い歴史をもつ式です。この木之本中学校の立志式に学び、

東中学校が立志式を行われるようになって今年で４年目となります。東中学校の

場合は学校主催ではなく、学校運営協議会でボランティアの組織として東中盛援

隊が組織されており、地域の皆さんがこの立志式を運営、執行されています。東

中学校では個々の生徒が感謝、根性等に係る漢字を色紙に２字、４字で書き、壇

上に上がり、20、30秒自分の思いを述べ、その後この日のために練習した見事な

合唱を全員で行われました。木之本中学校の場合は学校で執行されており、代表

の生徒男女1人ずつがそれぞれの決意を述べ、その後比較的若い木之本中学校の

卒業生が20、30分の講話をされます。今年は27、8歳の卒業生で、木之本中学校、

虎姫高校、早稲田大学を卒業し、現在海外でプラント事業に携わっている青年が

発表されましたが、見事な発表で、生徒たちは食い入るように聞いていました。

これから自分たちが３年生に向かい何をするべきかという点で、両校ともいい式

典でありましたし、２校共に参加させていただき、他の中学校にもこのような取

組みが広がっていくといいのではないかと思いました。 

４点目に、教育研究発表会が２月13日に浅井文化ホールで行われました。これは

本市の教育センターが中心になり、２つの研究テーマで研究を進めてきたその成

果を発表するものであります。今年は基礎学力の指導法と地域教材の活用の２つ

をテーマに取り組まれた研究発表が行われました。指導講評に来ていただいた加

藤明先生は関西福祉大学の学長先生で、数年前から本市の教育研究を指導いただ

いております。加藤先生に講評をいただきました後、数学の勉強を得意とされ数

学オリンピックにも出場し優勝されているピアニストの中嶋幸子さんに、数学、

算数の世界についてご講演いただきました。本市の研究活動の集大成を示す場所
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として大事していきたいと考えており、今年も多くの先生方に参加いただき、い

い研究発表会になったと思います。 

最後５点目に、友好都市少年スポーツ交流事業では、27年前より本市の友好都市

のひとつであります鹿児島県種子島西之表市のスポーツ少年団と、本市スポーツ

少年団のとの交流が続いています。２年ごとにこちらから行き、向こうから来ら

れるという交流の中、今年は２月６日から３泊４日の日程でスポーツ少年団の団

員の皆さんが、７名という少数でありましたが、指導者の皆さんと一緒においで

いただきました。雪の生活を体験することがひとつの目的となっており、当日は

この地域には雪はなかったのですが、２日目に奥伊吹スキー場に１日行き、雪の

生活やスポーツを楽しんでいただき、黒壁界隈や長浜城等、歴史文化にも少し触

れていただくことができました。この事業は長浜市スポーツ少年団の皆さんのお

力によるものであり、意義のある事業だと思いますので、今後とも継続していき

たいと思います。報告は以上です。 

桐山委員長：教育長の報告に対し、何か質問や意見はないか。 

西橋委員：２点目の特別支援学級合同発表会について、私も現場にいるとき１、２

ヵ月前から特別支援学級の子どもが先生の指導の下、一生懸命発表会の練習をし

ている姿を見てきたが、この間に特別支援学級の子どもが成長していく姿を目の

当たりにして大変すばらしい取組みであると感じていた。現在３会場で行われて

いるとのことだが、それぞれの会場で何名くらいの子どもが集まって発表してい

るのか。また、会場や運営の都合もあるだろうと思うが、今後も３会場に分けて

行うことを固定化してしまうのは、合併した意義から考えるとどうかと思う。伊

香、東浅井会場の人数が少ないのであれば、合同でできる場所があってもいいの

ではないかと思うが、今後検討されていくことがあるのか。また、夏に１泊の宿

泊研修を行われていると思うが、これは合わせて１カ所でやっておられるのか伺

いたい。せっかく合併したので、あまり固定化せず地域が一緒になれる場があれ

ばいいと感じる。 

教育指導課長：夏に行われる宿泊研修は一斉ではなく、日にちを変えて順次行って

います。また合同発表会のそれぞれの会場の人数につきましては、旧長浜管内は

187名、旧東浅井管内は68名、旧伊香管内は28名となっております。保護者、教

員を合わせますと、３会場で当日871名の参加がありました。 

西橋委員：これは全て午前中の日程で行われたのか。 

教育指導課長：はい、そうです。 

教育長：確かに、一緒にできるといいと思います。ロープジャンプ大会も一昨年か

ら長浜ドームを使い１つの会場で行うようになり、取組みの仕方自体が変わって

きたと感じています。西橋委員ご指摘ことは大事なご意見だと思います。 

  

５．議案審議 

委員長より、本日の会議に諮る予定の議案第２号、３号、４号、６号については、
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市議会の議決を経るべき議案審議となり、これについては市議会で審議される前

の情報であり、公にすることにより、市民等の間に混乱を生じさせる恐れがある

ことから、当議案については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３

条第６項の規定に基づき、非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員一致で

議決された。また、非公開議案ではない議案第５号を先に審議し、その後議案第

２号、３号、４号、６号について非公開で審議することについて委員長より提案

があり、出席委員全員一致で同意された。 

 

議案第５号 長浜市指定文化財の指定について 

 委員長は事務局へ説明を求め、文化財保護センター所長から資料に基づき説明

があった。 

 特に意見はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり可決された。 

 

議案第２号 長浜市教育振興基本計画策定委員会規則の制定について（非公開） 

 委員長は事務局へ説明を求め、教育総務課長から資料に基づき説明があった。 

 特に意見はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり可決された。 

 

議案第３号 長浜市学校いじめ問題対策委員会規則の制定について（非公開） 

 委員長は事務局へ説明を求め、教育総務指導課長から資料に基づき説明があっ

た。 

 主な質疑応答等は次のとおり。 

西橋委員：第２条の所掌事務の中に、いじめ問題にかかわる事例検討とあるが、事

例といっても小さなことから大きなことまで様々あると思うが、この委員会にか

けようとする判断はどこで、どのようにされるのか。 

教育指導課長：この委員会につきましては、重大事案についての委員会であります

ので、事務局で必要があると判断をした事案について検討するものです。 

川口委員：委員会の名称について、本市の基本方針であがっていたように市が附属

機関としておくものについては「学校いじめ問題対策委員会」と名前を付け、学

校がおくべきものについては「校内いじめ問題対策委員会」と区別をつけたと思

うのだが、この他に条例によって規定する予定の「いじめ問題対策連絡協議会」

があり、これらを並べたとき、同じ長浜市を頭におき、一方は学校がつき、一方

は学校が付いていないという不自然な表記になっているのではないかと思うが、

学校という表記が必要なのかどうかということが１点と、４月以降、基本方針の

策定により学校も基本方針を明示し、いじめ防止のための組織である校内いじめ

問題対策委員会を設置すべきとされているなか、学校視察の資料を見ていると、

40校のうち25校しかいじめの問題対策委員会の設置ができていないように思う

が、現状どのようになっているのかお聞きしたい。 

教育指導課長：各学校のいじめ問題対策委員会につきましては、その名称で設置さ
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れているところと生徒指導委員会の中でいじめ問題の対策に取り組んでおられ

るところがありますので、名称にバラつきがあることにつきましてはもう一度見

直しをしたいと思います。 

川口委員：学校は校内いじめ問題対策委員会を設置するようになっており、管理計

画を計画する際に県からこういった委員会を設置しなさいといった指示が出る

と思うのだが、にもかかわらず設置されていないところがあるのはどうしてなの

か。 

教育指導課長：もう一度各学校に確認いたしますが、機能としてはそれぞれ学校が

持っていると認識しています。また、名称については学校を入れた形でお願いし

たいと思っています。 

井関委員：所掌事務の２番目にいじめ防止等のための調査研究及び防止策の審議と

あり、委員は７名で学識経験者、弁護士、臨床心理士、その他教育委員会が必要

と認める者とあるが、学校の中のいじめの防止等について審議するにあたって学

校現場の様子をこの委員の方でどのように把握してどのように防止策を考えて

いかれるのか疑問に思う。学校現場に精通されている方がメンバーとして入って

いないのではないか。 

教育指導課長：重大事態等に発展した場合、教育長が任命する委員に専門的な立場

で色々協議していただく時には、情報あるいは調べたことについてこちらからき

ちんとデータとしてお示しして、対応いただくことになっています。 

井関委員：それは所掌事務の中にある、３番目のいじめ防止対策推進法に規定する

いじめの重大事態にかかる調査及び再発防止に資する対応策の審議のことでは

ないのか。２番目は重大事案が出ていなくてもいじめ防止の策を講じるというこ

とではないのか。 

教育指導課長：この委員会は常設ではありませんので、委員会を開いて検討しなく

てはならない状況となった時に判断し、委員会を開きその事例を検討します。 

桐山委員長：委員会のやり方としては、事務局から案をあげて、それについてこう

いった防止策でいいか諮るのか。 

理事：少し補足しますと、今年度からいじめ防止に関する市費の指導員を10校に10

名配置し、取り組み始めているところです。これは来年度も引き続いて配置して

いきますが、配置方法としましては学校の希望状況と学校でのいじめの認知件数

等の実態を十分に把握した上で、配置していきます。委員ご指摘の調査研究とい

うのは、そのあたりをベースに進めていきたいと考えております。委員構成の中

の教育委員会が必要と認める者として、その学校の担当者なり管理職を委員に委

嘱し、必要に応じて来ていただき具体的で重要な説明をしていただくことも１つ

の案として考えているところです。とにかく現場からそのような方にも入ってい

ただかなければ、井関委員ご指摘のように学校も見たこともないような方ではイ

メージもできにくいと思っています。 

北川委員：教育長としてどのように考えているのかというと、法律に則っているわ
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けだが、学校は自己浄化する能力を欠いているという認識が出発点になっており、

いじめ法案そのものがそのような認識のもと作られている。書いてはいないが背

景を見ると、学校には本来自己弁護の性格があるという前提に立っていると私は

みており、いじめ問題対策委員会そのものが学校外部の皆さんを主として、学校

の児童生徒に起こっているいじめ問題について解決策も含めて提言をしていた

だくという性格のものだと認識をしている。委員の構成を見ていただくと、学識

経験といった学者や大学等研究機関の方がここに入っていただくことになると

思う。それから弁護士、これは行政、刑事、民事条件について専門の立場から判

断していただく、臨床心理士については精神的な子どもたちのカバーという観点

からどうなのか、といったことで、この学識経験者、弁護士、臨床心理士は欠く

ことができないと思っている。人数的には教育委員会が必要と認める者が３ない

し４名となるが、ここには教職経験のある者や地域で青少年活動を行っている方

が入ってくることを想定しているが、できるだけ学校教育関係者以外の方に入っ

ていただき、それぞれの立場から判断いただく趣旨ででき上がっている。掌事務

の１番目にあるいじめ問題にかかわる事例検討及び対応策の協議という時には、

例えば大津いじめ事件についてといったテーマで事例研究をするようなことを

考えている。その時、学識経験者、弁護士、臨床心理士等がどのようにこれを判

断され、対応策をとるべきなのか協議いただく。これは即長浜のいじめ問題に対

する解答ではなく、大津のいじめ事件であれば、このような点において課題があ

った、このように対応すべきだ、地域はこうである、保護者はこうであるという

ことを研究することになると考えている。どの事例を研究するのかということに

ついては、皆さんの意見を伺いながら事務局が判断して問題を提案することにな

ると思う。所掌事務の２番目、いじめの防止等のための調査研究及び防止策の審

議については、この点についても一般的に長浜で起こった事件ということではな

く、一般的な様々な事案についていじめの防止という観点から考えた場合にはど

のようなことをすればいいのか、必要ならばその事案が起こったところへ直接出

かけていって調査をするなど、委員の皆さんで直接検討するというような認識を

しています。所掌事務の３番目のいじめ防止対策推進法に規定するいじめの重大

事態にかかる調査及び再発防止に資する対応策の審議については、その調査対応

策等についてこの委員会で具体的に調査研究していただき、対応策を出していた

だく。しかし、実際に対応するのはこの委員会ではなく、教育委員会ということ

になる。そのような機能をこの委員会ではもっていただいている認識をしている。

どちらかと言えば、外部にウェイトをおいているというように考えている。委員

の選任もそのような観点でしていきたい。 

その他意見はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり可決された。 

 

議案第４号 長浜市就学援助費給付要綱の一部改正について（非公開） 

 委員長は事務局へ説明を求め、すこやか教育推進課長から資料に基づき説明が



- 9 - 

あった。 

 特に意見はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり可決された。 

 

議案第６号 議会の議決を経るべき教育関係議案について（非公開） 

 委員長は事務局へ説明を求め、それぞれ所属長から資料に基づき説明があった。 

 主な質疑応答等は次のとおり。 

桐山委員長：長浜市教育委員会委員定数条例の制定案について、従来の教育委員会

では経過措置でいくという説明であったと思うが、市長等の意向もあり新年度よ

り新しい法律の下での教育委員会体制でいきたい、また教育委員を１名増員した

いといった趣旨であったが、教育委員会の会議の進行についてはどのようになる

のか。 

教育部長：それにつきましては教育長がトップという形になりますので、進め方に

つきましては事務局で現在検討中であり、最初の定例会の中で規則等について諮

らせていただき、決定していきたいと考えています。 

桐山委員長：新しい委員の下で承認をいただいて決定するということか。 

教育部長：そうなるかと思います。新体制の進め方については新体制の委員の方々

にお諮りして決定していただきたいと考えています。 

他に意見はなく、各委員とも異議なしということで、原案どおり同意された。 

 

６．協議・報告事項 

・「長浜市図書館基本計画の策定について」図書館運営室長から資料に基づき説明

があった。 

 桐山委員長：パブリックコメントはどのくらいきているのか。 

 図書館運営室長：いくつかきていますが、内容等については現在調整中です。 

  

７．その他  

・「長浜市英語教育の概要」について教育指導課主幹から口頭で説明があった。 

川口委員：小中一貫カリキュラム実践研究事業だが、ブロックごと校区ごとに行っ

ており一通り終わったと思うが、成果として何があげられるのか。小中の連携を

密にして子どもたちの英語が小学校から中学校へスムーズにつながるようにと

いう思いで事業が実践されたと思うが、どうか。 

教育指導課主幹：小学校で習っている内容を知らない先生が、子どもは既に習って

いるのに中学でもう一度指導している場合がありますので、主任会で交流をした

り、身近な小学校の英語の授業を見ていただくことで、随分ご理解いただけたと

感じています。 

西橋委員：学校訪問の際に小学校の英語の授業をいくつか見せていただいた時に、

低学年から教室に英語がずらっと並んでいたが、小学校のカリキュラムの中で文

字の指導はどの程度重点がおかれているのか。文字を導入した途端に英語離れが
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出てくることもあり、小学校では英語に親しむことに中心がおかれるべきだと思

うのだが、そのあたりはどのようになっているのか。 

教育指導課主幹：１年生では音のみになりますが、２年生からアルファベットを読

むという段階に入り、３年生になると文字を書く練習が入るようになります。１

年生の授業では全て音声ですが、絵の描いたフラッシュカードの下には全てつづ

りが書かれています。これについて現場の先生方に趣旨を聞きましたところ、何

となく見るところから始め、音を聞きながらつづりを無意識に見ることで英語に

ついて認識をしていくとのことで、最終的には文字を見ればある程度発音がみえ

てくることを促していく趣旨でされているとのことでした。文章につきましては、

５年生くらいから少しずつ書くようにしており、６年生の１学期には手紙プロジ

ェクトを行っています。手紙プロジェクトといいますのは、違う学校同士で組み

合わせをつくり、各クラス同士手紙の送り合いを行い、読んで、返すといった活

動で、先生の指導をかなり入れてはいただいていますが、子どもたちは４文、５

文は書いて送っています。 

井関委員：小中一貫カリキュラムというのは、ＡＬＴの先生方にも周知していただ

いていると考えていいのか。 

教育指導課主幹：小中一貫カリキュラムにつきましては、全ての学校に配布してい

ます。 

井関委員：学年ごとの目標があると思うが、学校訪問に行くとＡＬＴがゲームを中

心に本当に楽しそうに授業を行っており、子どもたちも遊びながら楽しみながら

勉強している様子を見せていただくのだが、その手段についてはＡＬＴの力量に

任せられているのか。 

教育指導課主幹：英語が楽しいという子どもの中には、授業が終わった時にゲーム

が楽しかったのか英語が楽しかったのかと問うと、どちらかというとゲームが楽

しかったという答える子どもがかなり多いことが言語活動の課題となっていま

す。そこで来年度のカリキュラムにつきましては、１つの発話をするにしてもゲ

ームのためにするのではなく、発話させる必然性、場面設定を工夫をして、これ

を聞きたいからこの質問をする、自分のことを伝えるためにこのような発言をす

るといった、場面設定を踏まえたカリキュラムにしていきたいと考えています。

ＡＬＴの先生に少し任せすぎた部分や言語活動が少し単調になりすぎている部

分がありますので、担任が学級の実態を踏まえた上で、その学級の子どもが一番

興味を持つ活動を取り入れていってもらえるようにすることが来年度のカリキ

ュラムの趣旨になっています。 

桐山委員長：小学生の児童英検が他市に比べて正答率が高かったということで、小

学校の英語については効果が上がっていると理解したのだが、結局小学校で成果

が上がっても中学校でそれが活かされて伸びなかったら、結局やらなかったこと

と同じだと思う。中学校においても英検３級の合格率が他よりも高かったという

ことだが、これは全員が受検しているのか。 
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教育指導課主幹：全員ではありません。４割から５割は受けていますが、資料を持

ち合わせていないためはっきりとした人数はお答えできません。 

桐山委員長：よくできる子が受検しているため、合格率が高いというわけではない

のか。小学校のように客観的に得点で比べているのと違い、合格率で比べるとい

うのは、果たして全国の中で高いといえるのか疑問に思う。中学校で元に戻って

しまうのであれば、結局小学校英語は必要なかったという結論になってしまうの

ではないか。中学校でも伸びているのかというところをもう少し検証していただ

きたい。もう１点、長浜市の英語教育の趣旨だが、世界に開かれたまちづくりの

１つとして、長浜市を訪れる外国人と温かいコミュニケーションがとれる市民の

育成をめざしているとあり、このために英語教育が始まったということだが、い

ったい今長浜市を訪れる外国人がどれだけいて、それに対してホスピタリティを

発揮する場面が果たしてあるのか、長浜市としてそのような人を増やそうとする

施策があるのか、来年度から総合教育会議で市長部局とも関係が深くなると思う

が本来の趣旨を果たして達成させようとする意欲があるのか、あるいはこのまま

長浜の英語教育の目標はここにおいていていいのか、そもそも論であるが疑問を

感じる。 

教育指導課主幹：実際外国人といっても、ブラジルの方が多いのが実情ですので英

語がどこまで必要かというのは難しいのですが、ただ子どもたちは学校のＡＬＴ

にとても親しんでおり、また他の外国人の指導者を連れて行ったときにも初めて

会う外国人であるにもかかわらず物怖じもせずによく話しかけてくるという印

象を受け、非常に感心しています。少なくとも外国人が来たときに話しかけよう

とする姿勢はかなり育ってきており、ネイティブに親しんでいる成果は感じてい

るところです。 

理事：反面、予算要求レベルで財政課と協議をしていますと、電車に乗っていると

きに子どもはそばに来た外国人に話しかけるかもしれないが、そのために何億使

っているんですかという指摘を受けることもあります。委員長がおっしゃったよ

うに、そのあたりの目的をどこに設定するかは今後の重要な課題であると思って

います。 

川口委員：委員長がおっしゃった合格率の話は私も同感であり、意欲の面で合格率

といわずに受検をする生徒数の割合がものすごく多くなったとか、英語に対して

興味、関心が深くなりチャレンジしてみようとする生徒の数が増えたという成果

があれば、違う面から成果が期待できるのではないかと思うので、またそのあた

りも一度検証してみてはどうか。また、平成27年度からＪＴＥが廃止になるとい

うことで、これは単独授業で担任が授業をやっていける見通しがついたというこ

とで廃止になるのか、財政面がきついからＪＴＥまで削っていかなくてはならな

くなったのか、どちらなのか。 

教育指導課主幹：他市町を見ていましても、73％が少なくとも担任主導でされてい

るといった状況があり、文科省の資料を見ましても担任主導の方が成果が上がっ
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ているというデータも出ていますので、ここで切り替えていかなければいけない

というのが主な要因です。子どもたちが何に関心を持っているのか、何をすれば

子どもたちが話したくなるのか、一番よくわかっているのが担任だと思うので、

担任がいる時間を大事にしたいというのが一番です。 

井関委員：英語の授業を見せていただいたが、ＡＬＴの先生が主導で行い、担任の

先生が立ち位置を失っている場面を何度か目にしたのだが、原因として打ち合わ

せをする時間が少ないのか、それともＡＬＴ自身自分が進めていくものだと思っ

ているのか、もしくは担任が任せていればいいという意識なのか。１時間の授業

で２人の共通理解がないとせっかくの１時間がもったいないものになってしま

う。忙しい中でも２人で授業をつくっていくという意識の改革が必要ではないか

と思う。 

西橋委員：年配の先生方もたくさんおられ、英語に苦手意識を持っておられる先生

いらっしゃると思うのだが、そのような先生方に対する研修などはあるのか。 

教育指導課主幹：日常研、夏休みの研修、担任主導、タスク活動を取り入れた授業

という趣旨で有識者に来ていただいたりしており、来年度も続けていきたいと考

えています。 

西橋委員：金沢市では英語教育を日本人の先生一本ではじめから進めておられ、金

沢市の先生は５、６年生の担任の先生が自ら英会話教室に通い、準備を整えられ

たという話を聞いたことがある。やらなければいけないという意識を持ってもら

うことが大事かと思う。 

理事：今年度４月から教員マイスター制度という現場で優れた先生の実践を見るこ

とで学んでいこうとする制度を始めますが、小学校の経験年数５年未満の先生で、

英語に関しては非常に優れた授業をしている方もおられるので、活用していきた

いと考えているのが１つ、また、小学校の先生を対象に海外派遣の見通しも含め

て教員の語学研修派遣の機会を計画できないかと、企画段階ではありますが考え

ています。 

 

・桐山委員長から、長浜市の情報通信機器を使った事業について質問・意見があ

った。 

文部科学省では情報端末による教育の全国的な展開、標準化を進めていて2019

年には１人１台の情報端末の整備をしようという動きがあると聞いた。長浜市で

はコンピュータの更新に5800万円の予算を計上しており、これは全てコンピュー

タ室にあるパソコンの機器、校務用のパソコンの機器ということだが、文部科学

省が想定しているＩＴ教育は、今長浜市が更新しようとしているコンピュータ室

の中でＩＴ教育を行うことではなく、実際に授業にタブレットを使ったり授業の

中に取り入れていくことを想定されているように思う。また、電子黒板の普及率

だが、他の市町村に比べて長浜市は著しく低いと伺っており、学校訪問の際にも

電子黒板を使っている授業はなく、国の方針と比べ長浜市は随分遅れているよう
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に感じるが、どのような計画を考えておられるのか伺いたい。 

 教育指導課長：今委員長がおっしゃったのは、学校のＩＣＴ環境を整備しましょう

という文科省から出ている５カ年計画のことであると思いますが、タブレット等

については県内では草津市で使われていると聞いておりますが、これについては

当然ハード面の整備が先にないと使えないということなので、すこやか教育推進

課と一緒に検討していきたいと思っています。 

 教育指導課主幹：平成30年までは、センターサーバ化に伴いコンピュータ室の整備

ということで進めていますが、その中で各学校のコンピュータ室のパソコンを更

新する時に例えば40台更新しようとした時、38台はデスクトップで後の２台は

ノート型パソコンを入れています。コンピュータ室からいつでも教室に持って行

けるパソコンを最低２台は確保するためで、校務用のパソコンを使用するとなる

とセキュリティの問題があるためです。センターサーバ化している学校につきま

しては、随時インタラクティブプロジェクターを導入しています。これは、電子

黒板機能を搭載したプロジェクターであり、スクリーンに映し出した時にスクリ

ーンが電子黒板化するもので専用のペンでスクリーンに書くと字が書けるよう

になっており、パソコンを使用せず映し出して字が書けるこのプロジェクターを

各校一台ずつ整備していっている状況です。タブレットにつきましては他市町の

話を聞いていますとサポートが２、３年しか受けられなかったり、まだまだハー

ド、ソフト面も充実しておらず、実際に40人学級で全員がアクセスしたらパンク

してしまうといった状況もあり、そういった整備や指導者の研修に時間を要する

と考えられますので、そのような面も考慮し慎重に進めていきたいと考えていま

す。 

 桐山委員長：私が聞いた話では滋賀県自体がかなり遅れているが、他府県の先進地

では成功している例もあるということなので、鵜呑みにしてそのままめざす必要

はないと思うが、ただ成功されたところを一度見に行きイメージを持つことは必

要だと思う。それから必要か必要でないかを判断してはどうか。見てもないのに

必要でないとか、できないとか言うことは早計であると思うので、そのような研

究も是非していただきたい。 

 教育指導課長：教育長や部長より指示を受けておりますが、ある程度の計画を立て

てからでないと進んでいかないという部分もありますので、取組みを進める方向

で今後も検討していきたいと考えています。 

  

 

８．閉会 

委員長から、本日の委員会会議が全て終了した旨の発言があり、閉会の宣言があ

った。 

 


